
２０１６年５月２５日 第２２４４回例会　VOL. ４７　No. ４２

■司　　会　副 SAA　齋藤　善孝

■開会点鐘　会　長　新川　　尚

■斉　　唱　手に手つないで　
　　　ＳＬ　鈴木　茂之　

■出席報告

■本日の欠席者　
漆原、福村、二宮（登）、二宮（麻）

■他クラブ出席者
新川、後藤（地区）

■会長報告
　皆様こんにちは、すでに暑い日が続いてお

りますが、体調はいかがでしょうか。

　今週末は高校生の被災地体験プロジェクト

が催行されます。チャリティコンサートに出

演した、横浜隼人高校軽音楽部の生徒 10 名と

生徒会役員の生徒２名の参加で、被災地を見

学して参ります。現地では同じくチャリティ

コンサートに出演した常盤木学園の生徒との

交流も予定されています。

　地区補助金のプロジェクトでもありますの

で、生徒達には現地をしっかり見て、感じて、

考えてもらいたいと思います。今日の夕方、
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事前説明会を開き、生徒達にそこのところを

しっかりと伝え、このプロジェクトがただの

物見遊山にならないようにしたいと思います。

　また、来月 15 日の例会に生徒に来てもらい、

報告してもらう予定になっていますので、そ

ちらも楽しみにしていただきたいと思います。

　今日は今年度最後のクラブ協議会です。各

委員長さんには活動の総括をお願いします。

○地区関係

　報告はございません。

■幹事報告
○例会変更のお知らせ

第 17 回理事会「新旧合同で」

日時　６月１日㈬午後６時 30 分～

■情報集会報告
○チーム A／リーダー増田嘉一郎
日時　平成 28 年５月 19 日㈭午後６時 30 分

場所　二俣川ライフ４階仕立屋

出席者　

二宮登　今野　太田幸治　新川　増田

１）会長は出席者の疑問に対する説明役に回

り、例会場変更に関する残りの出席者の意見

は、クラブ事務所を例会場とするというもの

である。

２）クラブ事務所は、例会場としては狭いが、

本日の出席数       24 名会  員  数 　 　 　 31 名

本日の出席率　 85.71％ 修正出席率          100％

「世界へのプレゼントになろう」

2015-16年度 RI会長／Ｋ.Ｒ.“ラビ”ラビンドラン　　RI.D2590ガバナー／箕田　敏彦　　横浜旭RC会長／新川　　尚

Be a gift to the world  

横浜旭ロータリークラブ



– 2 –

それでもなお例会場として選択する理由は、

次のとおりである。

①二俣川駅周辺を離れるべきではない。

②駅から誰でも歩いていける。

③有料となるが、近くに駐車場がある。

④会員増強が望めず、クラブの収入は今後減

る一方である。（クラブ消滅の危機感をもつ）

⑤例会場使用の費用がかからない。

⑥後藤ビルの事務所賃借料は、いずれの案で

　も同じ負担が継続する。

３）食事については、次のとおり意見が分か

れた。

①食事は不要である。例会費が全くかからな

　くなり、次年度から会費の値下げができる。

②食事をしたい人は、予約して自腹で弁当を

　食べる。これも会費の値下げに繋がる。

③クラブの負担で弁当を用意する。

　ただし、弁当は食べない人が持ち帰りやす

　いものとする (例えば、シウマイ弁当 )。

４）事務所での例会を承認した際に出た附帯

　意見は、次のとおりである。

①階段に手すりをつける。

②吉野さんの車椅子のための対策を講じる。

５）余談ではあるが、次年度各種委員会委員

長へお伝えする。

　活動計画書作成のための委員会が開かれて

いないことへの強い不満が述べられた。未だ

委員会を開いていない委員長は、計画書作成

をメールや FAX で済ませることなく、実際に

委員会を開いて協議していただくようお云え

しておく。

○チーム bcd合同／リーダー田川
日時　５月 18 日㈬午後５時 30 分

場所　仕立屋にて

参加者／斉藤　関口　太田勝　市川　田川　

五十嵐　秋内　青木　二宮麻　北沢　 10 名

　親睦委員会からの要請により情報集会を開

催致しました。親睦委員長よりの計画書には、

４チームに分かれてチームごとに集会を聞く

事、25 日には例会時で報告との指示がありま

したが、あまり時聞が無い為に B・C・D チー

ムでは合同で集会を致しました。

　情報集会のテーマに沿って前向きな意見を

発表されました。テーマの例会開催場の選択

について論議しました。

　当然ですが、現状のままでは無理である事

は全員が一致、２案の場所選択についての選

択は可決されませんでした。

　理由として、２案とは別の考えを取り得ら

れたらどうか。

　案として出されたのは、現在のコミニュ

ティサロンの時間借上げ（１時間当たり 5,000

円）にて例会の実施（３時間× 5,000 ×

47=705,000 円）が可能です。ただ、問題もあ

りますが食事、例会時間、会場設営などのク

リアが必要とされる。

　また次案として、想い付きに近い話ですが

二俣川ライフ１F の会議室を例会場として使

用可能かどうかです。この案も調査が必要と

思います。

　緊急性が必要とは思いますが情報集会とし

ては、現在の危機感が生まれて、増強に対す

る考え方が増したと感じました。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

新川　　尚／今日はクラブ協議会です。各委

員長様、宜しくお願いします。

市川　慎二／本日のクラブ協議会、宜しくお

願い致します。

太田　幸治／二場所連続 37 度目の優勝と (12

度目の全勝優勝 ) どこ迄記録をのばすのだろ

う。後援者の一員として楽しみにしておりま

す。又、支度部屋での優勝をたたえるバンザ

イ記念写真、横綱の左前列に息子妻子、その

後列に私と息子の順になりました。ベースボー

ルマガジン社の相撲６月号が待ち遠しいです。

ニコニコに協力致します。

齋藤　善孝／家内の誕生日にお花を頂きあり

がとうございました。

吉原　則光／クラブ協議会のまとめ、しっか

り受け留めたいと思います。よろしくお願い

します。

安藤　公一／①クラブ協議会宜しくお願いし
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ので、充実した活動となったと思います。

　一年間の活動の協力に感謝いたします。

■雑誌委員会／滝澤
　まずまず相対としては無難な処で終わって

おります。

　一部退会された方がいらっしゃって順番等

変化しましたが、やりくりして行いました。

相対的に委員の発表を伺っておりまして、一

応５分位を目安としておりますが、比較的時

間オーバーな方がみられ、この辺に気を付け

ていきたいと思います。

○会員増強退会防止委員会／後藤
　この委員会は会員増強に退会防止というの

が付きますが、委員長の松本さんが退会して

しまったもので、副委員長の後藤がお話しま

す。

　退会防止ですが、誠に残念ですが、今期限

りで退会される方がいらっしゃいます。増強

に関して何人かにお声かけしましたが入会に

いたらないのが現状です。

　先日地区で委員会が行われ、地区全体でも

退会者が多く、また入会者の少ないと苦慮さ

れております。その際細かな意見交換を行い

まして、その際のデータが来週には届くと思

いますので、内容を発表したいと思います。

○会員選考委員会／関口
　今年度は杉山さんが退会され、その後任と

して本山さんが入会されました。案件として

は以上です。

○プログラム委員会／青木
　今年度のプロググラムは RI 指定の特別月間

というものがありまして、そこをフォーラム

とさせて頂いて無事終了いたしました。

　４月の母子の健康月間を何にするか非常に

悩みましたが、後藤さんが無事やって頂けま

した。ありがとうございました。その他プロ

グラムとして是非来年度にやって頂きたいこ

とは、ＡＳ会・旭クラブのゴルフコンペを今

年度はとばしましたので、来年度は安藤さん

に永久幹事としてゴルフコンペを続けていた

だきたくお願いします。

ます。②全日本女子バレーボールチームのリ

オ五輪出場を祝して。

岡田　清七／クラブ協議会、委員長の皆様よ

ろしく。

秋内　　繁／関口さん、先日はお世話になり

ました。

北澤　正浩／きびしいスケジュールの中で情

報集会を開催していただき、ありがとうござ

いました。次年度の活動計画書を私まで今月

中にお送り下さい。

■卓話　クラブ協議会
○ＳＡＡ／齋藤
　順調に推移しております。

○出席委員会／秋内
　今年度は例会出席率ではなく、修正後出席

串 100% を目指しましたが、残念ながら 90% 台

の出席率となりました。しかしながら皆様の

出席率への努力・協力のお蔭で、2590 地区で

の修正出席率は上位ランクとなる見込みです。

　食事（弁当注文数）と出席者数の関係も、

今年度は特に問題はありませんでした。

　例会の出席報告担当を委員の当番制としま

したが、皆様のご協力で概ね順調でありまし

た。ベテランの委員の皆様にも出席報告をし

ていただきました。有難うごぎいました。

○会報委員会／吉原
　全体的にはスムーズに計画書通りに推移し

ております。

　しかしながらこういう事がありました。原

稿提出の際もう少し字を丁寧に書いて頂きた

く、読みにくい字があったりしたので、提出

する際は誤字脱字など気を付けてお出しして

ください。会報の当番制で所々欠員があった

ことがありましたが、了解して頂きスムーズ

に遂行出来ました。

○親睦委員会／北澤
　今期は様々な活動計画を掲げましたが、一

つ心残りとして親睦旅行が実施出来ませんで

した。

　それ以外のイベントについては、参加して

下さった会員の皆様が盛り上げていただいた
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○研修・広報委員会／安藤公一
　活動計画書の通り、親睦も兼ねて活動計画

書記載のグループで事前に集まり、翌月の月

間テーマに対する研究と発表を各々行った。

発表内容については週報をご参照ください。

　情報集会以外の場で、各々の特定のテーマ

に対する会員各自の意見を聞くことができ、

発表そのものより小グループで一杯やりなが

らの事前打合せが会員間の相互理解を深め、

親睦を図る貴重な機会となった。

　加えて比較的在籍年数の若い会員方々に発

表をして頂いたことで、発表者のロータリー

に対する理解や勉強の仕方を深めることがで

き、且つ又ベテラン会員も本年度から新しく

なった月間テーマを再考する良い機会となっ

た。

　今後も同様の活動を続けていくことで、会

員各位のロータリーへの理解を深め、クラブ

全体の強化に繋がっていくものと実感した。

　広報については、従来の広報活動に加えて、

会員一人一人が、ロータリーの良さを宣伝し

やすい状態を創っていく方向を目指したが、

当委員会として充分に機能したとは言い切れ

ない。この点が反省点。

　方向としては、間違っていないと信じるの

で、来年度以降も努力を続けていって頂きた

い。当クラブの奉仕活動の各々の経緯、基本

理念、コンセプト、成果を事ある毎に会員各

自に周知徹底していくことで、例え入会歴が

浅い会員でも我がクラブの広報・宣伝マンに

なるという自覚をもてる休制作りが望まれる。

○職業奉仕委員会／鈴木
　今年度は新川会長より今までにない活動を

お願いしたいと要請がありましたが、残念な

がらご要望に応えることは出来ませんでした。

　毎年恒例の県立旭高校への講師派遣事業は

学校側の都合により中止になりました。

　その代替え案としてリサイクル工場見学を

検討しましたが、実現にいたることが出来ま

せんでした。

○社会奉仕委員会／田川
　今期は終わりに近づいてきておりますが、

社会奉仕的には何処かの地域で災害が発生す

る恐れがあり気を緩めることは出来ない部門

が社会奉仕と思います。これまでの活動内容

についてご報告いたします。

　まずフォーラムにおいては、二宮会員旭ホー

ムにてブルーベリージャム作りを行いました。

　ロータリーデーとして、旭区民まつりに協

賛して皆様のご協力を得たということ、また

チャリティーコンサート、これは部会が発足

しておりますが、委員会としても活動し、子

ども達の演奏を楽しんでいただき、3.11 の風

化の防止に務めました。

　併せまして、熊本地震における特別寄付を

皆さまのご協力をお願いしました。

　最後になりますが、来る 28 日に隼人高校の

生徒を被災地に連れて行き、被災地を体験し

て頂き 3.11 の風化の防止を務めたいと思って

おります。

○災害対策委員会／五十嵐
　今期は非常に盛り沢山の内容で、計画書に

あります①の震災こども支援事業を今期も行

いまして、12 月に岩沼の岩沼東保育所、竹駒

保育園、岩沼さくら幼稚園の３ヶ所にクリス

マスプレゼントをしてまいりました。

　ご協力頂いた会員は、増田、安藤公、青木、

新川会員です。ありがとうございました。

　②の区民まつりでは、社会奉仕委員会のお

手伝いとして、お米の販売に「てんでんこ」

を添えて協力しました。

　③のチャリティーコンサートの際には、会

場ロビーに被災地の写真展示や、こども達の

絵画の展示。また、会場では被災時のビデオ

放映、受付で「てんでんこ」を配布しました。

　④は防災マニュアル「てんでんこ」につい

ては、上記の配布以外に、ロータリーの友に

掲載された関係から、広島県の福山 RC に寄贈。

また、元 RI 会長の田中さんのホームクラブ、

八潮 RC でも配布し、田中さんからお褒めの言

葉を頂戴しました。
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　⑤の被災地高校生視察については、来る

28・29 日に隼人高校の生徒 12 名と顧問２名

そしてクラブから新川・田川・安藤公・佐藤真・

二宮登・五十嵐会員の６名で行って参ります。

当日は二宮麻理子会員寄贈のアメリカハナミ

ズキの苗を持参し、記念植樹を合わせてして

参ります。行程は６頁参照して下さい。

○青少年奉仕インターアクト委員会／佐藤（真）
　前年度から２年間この委員会の委員長をさ

せて頂きました。前年度商大高校が 50 周年と

いう節目の年ということもありまして、それ

まで気薄な関係を何とか修復できないかと積

極的に学校に訪問したり、インターアクトの

50 周年の記念日に例会に参加したりしました

が、残念ながら学校側との話合いが上手くい

かずに、昨年度は非常に混乱を招いてしまい

ました。

　今年度も事態の修復が何とか出来ないかと

模索しましたが、残念ながら学校側理事長の

理解が頂けないという判断をいたしまして、

３月 31 日をもってインターアクト終結という

結果になってしまいました。活動はしており

ません。

　それ以外の活動につきましては、ガールス

カウトのごみ拾いを４月に行いました。出席

者が３名と少なかったのですが、奉仕団体で

すので地域の事業になるべく参加することが、

私達の指名と思いますので、来年からは大勢

のご参加をお願いします。

　フォーラムですが、インターアクトの活動

報告が出来ませんでしたので、ライラの活動

報告をさせていただいて今年の活動は終わり

となりました。

○国際奉仕委員会／新川
　活動の補足ですが、米山の学友をお招きし

て、カナエルでの交流会を通して、計画書の

身近な国際奉仕という処になると思います。

○ロータリー財団委員会／斎藤
　ポリオの寄付一人 50 ＄をお願いしました結

果、目標金額が 1,600 ＄これに対し寄付額が

1,525 ＄で達成率が 95％でした。

　年次寄付は一人 120 ＄でした。こちらも目

標額 3,840 ＄に対して 3,083 ＄、達成率が

83％という結果になりました。

　ベネファクターは一名、新川会長にやって

頂きました。

○米山記念奨学会委員会／増田
　今年度は米山奨学生宋謹衣さんをお世話し

ました。カウンセラー二宮麻理子さんを始め

会員の皆様のご協力に感謝いたします。

　10 月のフォーラムの卓話も宋謹衣にお願い

しました。出身地台湾の紹介と宋さんから見

た日本、留学体験の話をして頂きました。彼

女は今後日本と台湾の交流に充分貢献して頂

けるものと確信します。

　奨学会への寄付は次の通りです。

 ・クラブ会計より普通寄付    160,432 円

 ・会員よりの特別寄付        415,000 円

　　　　　           合計   575,432 円

　特別寄付は 22 名の方から協力を頂きまし

た。32 名の会員数から考えますと 10 名の方

が寄付していただけなかったことになります。

その内６名が元会長でした。米山に対するお

考えがあるようなので、当クラブはこのよう

でしょうがないのかと考えております。

○会計／太田勝典
　今期は前期後期会費を１万円づつ上げさせ

ていただきまして、大きな負担になりました

けれども、会計の予算としては 34 名で計画し

ております。現在 32 名ですので、値上げ分が

そっくり会員２名減と相殺されてしまったと

いうのが現状です。

　従いまして、４月末現在で、お金の残は去

年と比べてほとんど横ばいという状況です。

次年度２名減が予想されておりますので、再

度値上げとなりますと、会員減につながりか

ねません。これをどうするか、出来れば今期

中に方向付けを決めていただくことが必要か

と思います。

■次週の卓話　6/8 ㈬ 職業卓話

　　　　　　　       市川　慎二会員担当　

　　　　　　　   週報担当　　五十嵐　　正
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5月28日（土）

時間 場所 事業内容

8時00分 横浜駅 集合
８時00分　集合場所　相鉄線２階改札口ＪＲ乗継側
8時22分　横浜駅　７番線東海道　上野行き
8時55分　上野駅着

9時14分 上野駅 出発
9時14分　上野駅　20番はやぶさ９号　新青森行
10時40分　仙台駅着

10時50分 仙台駅 出発 10時50分　仙台駅発５番ＪＲ快速シティラビット２号福島行

11時07分 岩沼駅 到着
名取高　インターアクト　5名　常盤木　16名と合流
24人乗りバス×１　ジャンボタクシー×２

11時30分 ふたき旅館 到着 昼食自己紹介　など

12時30分 出発

13時30分 長谷釜　植樹祭会場　 到着
千歳セントラルＲＣメンバー2９名と合流
13時　受付開始　14時　式典　14時30分　植樹

16時00分 出発
津波の脅威から「いのちを守る」森や防波堤を築く
岩沼市植樹祭に参加（４万本の植樹）

16時20分 千年希望の丘　相の釜 到着　　

慰霊碑（防災メモリアル・鎮魂の気持ちを込めた塔。塔の
高さは津波が遡上した水位）に献花
横浜旭ＲＣ５名・千歳セントラルＲＣ25名・岩沼ＲＣ1５名・
横浜隼人高14名・常盤木16名　白菊80本

17時00分 出発

17時20分 ホテル桃幸 到着　 名取高校と交流会（グループ別ディスカッション）、夕食

5月29日（日）

9時00分 ホテル桃幸 出発 バス24人乗り×１で対応

9時20分 岩沼市民会館駐車場 到着 千歳セントラルＲＣと合流

10時30分 中浜小学校 到着 震災の語り部（元山本小学校長）

11時30分 出発

12時00分 昼食会場 到着
横浜旭ＲＣ　蔵人
千歳セントラルＲＣ　おくに寿司

13時00分 出発

13時20分 メロン組合 到着 メロン組合・はやしライス視察（産業復興状況視察）

14時00分 出発

14時20分 日和山 到着
カナダ館視察（活気あったかつての港町閖上は大草原と
化した。　ここにカナダ政府の支援のもと友好記念館が建
設され、地元経済に貢献している。）

15時00分 出発

15時20分 仙台空港 到着
仙台空港、鎮魂碑・カリオンの鐘（津波が空港に遡上した
高さと、地震発生時の時刻掲示）

16時00分 出発
16時05分 岩沼駅 出発 横浜隼人高、横浜旭ＲＣ仙台へ出発

17時21分 仙台駅 出発
17時21分　仙台駅　14番線はやぶさ106号東京行
19時09分　上野駅発　７番　上野東京ライン沼津行
19時42分　横浜駅着後解散

持ち物　①健康保険証コピー　②軽作業ができる服装　③学生証　④帽子

震災の記憶を繋ぐ　プロジェクト　横浜旭ＲＣ　行程表


